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可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（機械設備）

◎注意事項

　この内訳書の工事項目及び数量は、積算する上での参考
資料です。
　積算の際は、設計図面にて工事項目及び数量を拾い出し
積算して下さい。

可児市 こども健康部 こども課



こども工－9工事箇所

１． 一般事項
（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

工事番号 可児市　下恵土　地内 施設名 めぐみ保育園

工事名 可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（機械設備）

理         由  工　　事　　概　　要 

　増大する保育ニーズに応えるため、既設プ
レハブ職員棟を解体し、園舎の増築を行な
う。併せて既設保育室に空調設備を設置す
る。

機械設備工事　一式
（給水設備、衛生器具設備、排水通気設備、給湯設備、消火設備、空調設備
他）

・新築建物
増築園舎（鉄骨造　平屋建　208.98㎡）
渡り廊下（鉄骨造　平屋建　4.05㎡）

・改修建物
既設園舎(鉄骨造一部木造　平屋建　950.76㎡)

・解体建物
職員室棟（プレハブ構造　平屋建　38.9㎡）
渡り廊下(鉄骨造　平屋建　9.72㎡)

内消費税相当額 円

特  記  仕  様  書

金     額 円

受注者は、工事請負契約書、可児市建設工事共通仕様書及び特記仕様書に基づき施工するものとする。なお、特
記仕様書は共通仕様書に優先する。

受注者は、本工事が「可児市工事品質証明実施要領」の対象となる場合、要領に基づき品質の証明を実施しなけれ
ばならない。

受注者は、受注時、変更時、完成時の各時点において工事請負代金額が500 万円以上の工事について、工事実績
情報システム（コリンズ）に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として「登録のための確認のお願い」を
提出し監督員の確認を受けた後に、受注時は契約後、土曜日、日曜日、祝日等を除き10 日以内に、登録内容の変
更時は変更があった日から、土曜日、日曜日、祝日等を除き10 日以内に、完了時は完成後、土曜日、日曜日、祝日
等を除き10 日以内に、訂正時は適宜登録機関に登録申請をしなければならない。変更登録時は、工期、技術者に
変更が生じた場合に行うものとし、工事請負代金のみの変更の場合は、原則として登録を必要としない。ただし、工事
請負代金500万円未満に変更する場合には変更時登録を行うものとする。なお、変更時と完成時の間が10日間に満
たない場合は、変更時の提示を省略できる。

提出・提示書類は別添「可児市建設工事における取扱い書類一覧表」に基づき実施するものとする。また、工事打合
簿（指示、協議、承諾は除く）、材料確認簿、夜間・休日作業届けの書類を提出する場合は、別添様式に基づき、電
子メールにて提出するものとし、書面には署名または押印する必要はないものとする。これらに定めのない事項につ
いては、監督員と協議する。

本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「特定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律（平成
17年法律第51条）」に基づく技術基準に適合する機械、または、「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成３年１０月
８日付建設省経機発第２４９号、最終改定平成２２年３月１８日付け国総施第２９１号）」、「排出ガス対策型建設機械の
普及促進に関する規定（平成１８年３月１７日付け国土交通省告示第３４８号）」もしくは「第３次排出ガス対策型建設機
械指定要領（平成１８年３月１７日付け国総施第２１５号）」に基づき指定された排出ガス対策型建設機械（以下「排出
ガス対策型建設機械等」という。）を使用しなければならない。
排出ガス対策建設機械等を使用できないことを監督員が認めた場合は、平成７年度建設技術評価制度公募課題「建
設機械の排出ガス浄化装置の開発」、またはこれと同等の開発目標で実施された民間開発技術の技術審査・証明事
業もしくは、建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用することができる
が、これにより難しい場合は監督員と協議するものとする。
排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現場
において使用する建設機械の写真撮影を行い、監督員に提供するものとする。

機　　　　　種 備　　　　　考

一般工事用建設機械

・バックホウ 　ティーゼルエンジン（エンジン出力7.5kｗ以上260ｋｗ
以下）を搭載した建設機械に限る。・トラックシャベル（車輪式）

・ブルドーザ

・発動発電機（可搬式）

・空気圧縮機（可搬式）

・油圧ユニット

　（以下に示す基礎工事用機械のうちベースマシンとは別に、独
立したディーゼルエンジン駆動の油圧ユニットを搭載しているも
の：油圧ハンマ、パイプロハンマ、油圧式鋼管圧入・引抜機、油圧
式杭圧入引抜機、アースオーガ、オールケーシング掘削機、リ
バーサーキュレーションドリル、アースドリル、地下連続壁施工
機、全回転型オールケーシング掘削機）
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・ホイールクレーン

産業廃棄物の適正処理について

受注者は、産業廃棄物が搬出される工事にあたっては、監督員の指示に従い、産業廃棄物関連書類の提出及び確
認並びに処理施設の現地確認並びに建設廃棄物処理状況の管理を行い、産業廃棄物が最終処分に至るまで適正
に処理されていることを確認しなければならない。

建設発生土については、工事間流用とし、流用先は監督員が指示する。都合により工事間流用ができなくなった場
合は、別途協議する。ただし、建設発生土が100m3未満の場合はこの限りではない。また受注者の都合により処分場
を変更する時は監督員に報告するものとする。

アスファルト再生合材について
本工事で使用するアスファルト再生合材には「ささゆりクリーンパーク溶融スラグ」を混入するものとし、使用にあたって
は、「溶融スラグの土木資材への利用に関するガイドライン（可児市）」によること。

コンクリート二次製品について
本工事に使用するコンクリート二次製品については、ささゆりクリーンパーク溶融スラグ混入資材を使用するものとし、
施工前に溶出試験結果等の品質を証明する書類を提出し、監督員の許可を得ること。

生コンクートについて
本工事に使用する生コンクリート（均しコンクリートを除く）については、水セメント比60％以下とし、品質を証明する書
類を提出して、事前に監督員の許可を得ること。

工事施工について

受注者は、工事着手に先立ち、現場付近の地元住民等に対する周知、説明、説得等を行い、トラブルの生じないよう
努めること。

・ローラー類

　（ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ）

契約書18条第1項第1号から5号に係る設計図書の照査を行い、監督員の確認を受けて施工を行うこと。

・オフロード法の基準適合表示が付されているもの又は特定特殊自動車確認証の交付を受けているもの。

・排出ガス対策型建設機械として指定をうけたもの。

実施にあたっては、可児市工事監督におけるワンデーレスポンス実施要領に基づき実施する。

受注者は工事施工中において、問題が発生した場合や計画工程と実施行程を比較照査し、差異が生じた場合は速
やかに監督員へ報告すること。

受注者は、施工計画書に基づいて適正な計画工程を作成し、工事の先々を予見しながら、施工するものとする。

使用材料

施工区間と現道との取付については、交通の支障とならないよう充分留意すること。

必要に応じ交通誘導警備員を配置し、安全を期さなければならない。また、夜間の安全確保についても十分な対策
を施すこと。

工事保険について

工事による既設構造物の破損については、未然に防止するよう予め十分調査をし、また、支障を及ぼさないよう相当
の防護工を施工しなければならない。なお、誤って損傷を与えた場合は、請負人の責任において復旧しなければな
らない。調査に際しては、記録保存の必要を認めた場合は写真撮影、測量等を行わなければならない。

工事着手前に、可児市基準点（世界測地系）を用い、境界（座標）を確認すること。また、特に指示しない限り、構造物
を官民境界とするため、官民境界と構造物の位置を示した図面等にて施工した構造物が民地を侵していないことを
報告すること。

電子納品について

「岐阜県電子納品要領」等に基づき、電子納品を行うこと。なお、電子納品の内容については、監督員と事前に協議し、決
定すること。

(２) 受注者は、暴力団又は暴力団員等による不当介入を受けたことにより、履行期間内に工事等を完了することができな
いときは、発注者に履行期間の延長変更を請求することができる。

この工事は、ワンデーレスポンス実施対象工事です。
「ワンデーレスポンス」とは受注者からの質問、協議、報告、承諾願、立会願等への回答は、基本的に「その日のうち」
に回答するよう対応することです。ただし、即日回答が困難な場合は、いつまでに回答が必要なのかを受注者と協議
のうえ、回答期限を設けるなど、何らかの回答を「その日のうち」にすることとする。

本工事において、発注者、受注者及び全下請人を被保険者として、工事着手から工事目的物の引渡しまでの期間につい
て、賠償責任保険（保険対象：第三者に与えた損害）及び工事保険（保険対象：工事目的物、工事材料及び仮設物等）に
加入するものとする。

ワンデーレスポンスの取組について

暴力団等による不当介入における通報義務について

(１)受注者は、契約の履行に当たって、暴力団又は暴力団員等から、事実関係及び社会通念等に照らして合理的な理由
が認められない不当若しくは違法な要求又は契約の適正な履行を妨げる妨害を受けたときは、警察へ通報するとともに、
可児市が行う契約からの暴力団排除に関する措置要綱（平成２２年可児市訓令甲第４７号）に定める様式第９号により可児
市に報告しなければならない。なお、通報・報告がない場合は、可児市建設工事請負契約に係る指名停止措置要領に基
づき、指名停止等の措置を行うことがある。
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その他図面特記仕様書による。

請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材搬入、仮設工事等が開始されるまでの
期間）については主任技術者または監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日について
は、請負契約締結後、監督職員と打ち合わせにおいて定める。
また、工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合は除く。）事務手続き、後片付け等のみが残っ
ている期間については、主任技術者または監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は発注
者が工事の完成を確認した旨、受注者に通知した日とする。

設計図書の優先順位

現場代理人の兼務について

現場代理人は、工事請負契約約款第１０条第２項の規定により、契約工期内の現場常駐が義務付けられているが、契約締
結後、現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間や、工事の全部の施工を一時中止し
ている期間については、監督員との連絡体制を確保した上で、常駐義務を緩和するものとする。
また、以下の条件を全て満たす場合に、他工事の現場代理人又は専任でない主任技術者を兼務することができる。
　１．他工事は、可児市発注の建設工事で、工事現場が市内であること。
　２．他工事においても、本工事と同様に現場代理人の兼務を認めていること。
　３．兼務を行う工事の総数が、本工事を含めて３件までであること。
　４．兼務を行う工事の請負代金額の合計が2，500万円未満であること。
　５．発注者又は監督員が求めた場合には、工事現場に速やかに向かう等の対応ができること。
なお、工事現場における運営、取締り及び権限の行使に支障がある場合、及び、発注者との連絡体制が確保されていない
と監督員の認めた場合は、兼務を取り消すものとする。
現場代理人が兼務となった場合は、本工事の監督員及び他工事の監督員の双方に、現場代理人兼務届を提出しなけれ
ばならない。

主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間について

可児市が発注する「可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（建築）」または「可児市立めぐみ保育園
園舎増築及び大規模改修工事（電気設備）」、または、その両方の受注者と同一の業者が受注した場合、それぞれの
合算額により共通仮設費、現場管理費、一般管理費等を積算する。
　また、本工事と可児市が発注する「可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（建築）」、「可児市立め
ぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（電気設備）」は近接施工であるため「可児市立めぐみ保育園園舎増築及
び大規模改修工事（建築）」または「可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（電気設備）」、またはそ
の両方の受注者と同一の業者が受注した場合は現場代理人、主任技術者の兼務を認める。ただし監理技術者の兼
務は認めない。なお、受注により現場代理人が兼務となった他の工事の監督員に現場代理人兼務届を提出しなけれ
ばならない。

本工事に必要な手続きや消防法などの関係法令の届出、申請に必要な書類は受注者が作成し、受注者自ら検査に
立ち会い、契約期間内に手続きを完了すること。
また、別途発注の施工上密接に関係する工事についての届出、申請及び検査に対して協力するものとし、工事全体
の各種検査等が円滑に受検できるように努めること。

当該工事の「可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（機械設備）」を受注したものは、安全衛生責任
者を選任し、統括安全衛生責任者（「可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事(建築)」の受注者より選
任）との連絡等、厚生労働省令で定める事項を行うこと。

　①質疑回答書　　②特記仕様書　　③図面　　④内訳書　　⑤標準仕様書　　⑥公共規格及びこれに準ずる規格

図面、内訳書等の内容に相違がある場合、明記のない場合、また疑問を生じた場合は、監督員と協議し、その指示による。
現場の納まり、取り合い等の関係による協議の中で、形状寸法の軽微な変更の場合は、請負金額の変更は行わない。

その他

給排水、電気、その他の工事用設備、撤去の手続及び工事に必要な官公署等への諸届、諸手続きは請負者の責任
において行うものとする。また、工事に先立ち、上下水道・電気等の埋設物調査を行ない、当施設や周辺環境に影響
を及ぼさないように注意すること。

工事に関する電気・水道料金の基本料金及び使用料金は、引渡しまで本工事に含むものとする。

別途工事に対する調整について、本工事施工者は工事工程並びに納まりに関して、別途工事業者と密接に連絡し、
調整を行うこと。

着手前に施設運営に支障が無いよう、めぐみ保育園及びこども課と調整を行い仮設計画、工程表の調整を行うこと。



可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（機械設備）

M 機械設備工事 1 式

Ⅰ 直接工事費　　　計 1 式

Ⅱ 共通仮設費 1 式

　 純工事費　　　計 　 　

　
Ⅲ 現場管理費 1 式

工事原価　　　計

　 　 　
　

Ⅳ 一般管理費等負担額 1 式

工事価格　　計

　
Ⅴ 消費税相当額 1 式

総　　合　　計

金　　　　額 備　　　　　　　　　　考記号 工    事    名    称 摘　　　　　　　　　要 数　　量 単位 単　　　価

　　総　括 1 内訳書　　　



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

Ⅲ 機械設備工事

Ⅲ-1 増築棟工事 1 式

Ⅲ-2 既設棟改修工事 1 式

Ⅲ-3 外構工事 1 式

Ⅲ-4 発生材処分 1 式

Ⅲ.合  計

P.  2



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

Ⅲ-1 増築棟工事

1 空調設備工事 1 式

2 給排水設備工事 1 式

Ⅲ-1.  合  計

P.  3



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

1 空調設備工事

1) 機器設備工事 1 式

2) 配管設備工事 1 式

3) 換気設備工事 1 式

1.  合  計

P.  4



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

2 給排水設備工事

1) 衛生器具設備工事 1 式

2) 給水設備工事 1 式

3) 排水通気設備工事 1 式

2.  合  計

P.  5



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

1-1) 機器設備工事
天井埋込ｶｾｯﾄ形（CK-4）　5.0HPﾀｲﾌﾟ　

ACP-1 空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機 　C:12.5kwH:14.0kw　自動昇降ｸﾞﾘﾙ 2 台
天井埋込ｶｾｯﾄ形（CK-4）　3.0HPﾀｲﾌﾟ　

ACP-2 空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機 　C:7.1kw　H:8.0kw　自動昇降ｸﾞﾘﾙ 1 台
壁掛形

RAC-2  空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式ﾙｰﾑｴｱｺﾝ 　C:3.6kw　H:4.2kw 1 台

機器搬入据付費 1 式

小  計

改め計

P.  6



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

1-2) 配管設備工事

冷媒用被覆銅管（液管) 液管　φ6.4  保温8～10mm以上 7 ｍ

冷媒用被覆銅管（液管) 液管　φ9.5  保温8～10mm以上 38 ｍ

冷媒用被覆銅管（ｶﾞｽ管) ｶﾞｽ管　φ9.5  保温20mm以上 7 ｍ

冷媒用被覆銅管（ｶﾞｽ管) ｶﾞｽ管　φ15.9  保温20mm以上 38 ｍ

硬質塩化ビニル管（ドレン） VP25　屋内一般 28 ｍ

硬質塩化ビニル管（ドレン） VP30　屋内一般 14 ｍ

内外機連絡線 EM-EEF2.0-3C 7 ｍ

内外機連絡線 EM-CEE2SQ-3C 38 ｍ

保温工事 1 式 別紙明細-1

ｽﾘｰﾌﾞ費 1 式

小  計

改め計

P.  7



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

1-3) 換気設備工事

FV-1　天井埋込形換気扇 100φ×100CHM×60Pa　ｻﾆﾀﾘｰﾀｲﾌﾟ 1 台

FV-2　天井埋込形換気扇 150φ×200CHM×60Pa　ﾌﾗｯﾄｲﾝﾃﾘｱﾀｲﾌﾟ 1 台

FV-3　天井埋込形換気扇 150φ×220CHM×80Pa　ﾌﾗｯﾄｲﾝﾃﾘｱﾀｲﾌﾟ 1 台

FV-4　天井埋込形換気扇 150φ×250CHM×80Pa　ｻﾆﾀﾘｰﾀｲﾌﾟ 1 台

FV-5　天井埋込形換気扇 150φ×470CHM×80Pa　ﾌﾗｯﾄｲﾝﾃﾘｱﾀｲﾌﾟ 2 台

給気グリル　150φ 天井・壁取付形、ﾌﾟｯｼｭ式 4 台

機器搬入据付費 1 式

スパイラルダクト（排気） 100φ　天井隠ぺい 1 ｍ

スパイラルダクト（排気） 150φ　天井隠ぺい 29 ｍ

深形ﾌｰﾄﾞ ｽﾃﾝﾚｽ製　100φ 1 個

深形ﾌｰﾄﾞ ｽﾃﾝﾚｽ製　150φ 9 個

保温工事 1 式 別紙明細-2

小  計

改め計

P.  8



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

2-1) 衛生器具設備工事
C-1 防露便器、ﾛｰﾀﾝｸ、洗浄機能付暖房便座

洋風便器 ﾘﾓｺﾝ便器洗浄、擬音装置、ｽﾃﾝﾚｽ製棚付２連紙巻器 1 組
C-2 1～2歳児向け、幼児用ﾛｰﾀﾝｸ

幼児用大便器 幼児用暖房便座 3 組

幼児用小便器 U-1 壁掛式、ｸﾞﾘｯﾌﾟ付、幼児用ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ 3 組
SK-1　ﾊﾞｯｸ付、ﾘﾑｶﾊﾞｰ、排水金具、ｺﾞﾑ栓付

掃除用流し 給水栓(20A) 1 組
T-8 ﾎﾞｰﾙｶｳﾝﾀｰ用自動水栓（発電ﾀｲﾌﾟ）

洗面水栓セット 止水栓、排水金具(Sﾄﾗｯﾌﾟ) 1 個

小  計

改め計

P.  9



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

2-2) 給水設備工事

塩ビライニング鋼管　SGP-VB 20A（ねじ接合）　機械室・便所 30 ｍ

塩ビライニング鋼管　SGP-VB 25A（ねじ接合）　機械室・便所 9 ｍ

塩ビライニング鋼管　SGP-VB 32A（ねじ接合）　機械室・便所 13 ｍ

塩ビライニング鋼管　SGP-VB 40A（ねじ接合）　機械室・便所 6 ｍ

塩ビライニング鋼管　SGP-VD 20A（ねじ接合）　機械室・便所 2 ｍ

塩ビライニング鋼管　SGP-VD 25A（ねじ接合）　機械室・便所 5 ｍ

立水栓 T-1 9 個

立水栓 T-2 3 個

横水栓 T-3 3 個

止水栓 S4-15 1 個

保温工事 1 式 別紙明細-3

ｽﾘｰﾌﾞ費 1 式

小  計

改め計

P.  10



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

2-3) 排水通気設備工事

硬質ポリ塩化ビニル管（排水） VP50　機械室・便所 17 ｍ

硬質ポリ塩化ビニル管（排水） VP65　機械室・便所 15 ｍ

硬質ポリ塩化ビニル管（排水） VP75　機械室・便所 20 ｍ

硬質ポリ塩化ビニル管（排水） VP100　機械室・便所 6 ｍ

硬質ポリ塩化ビニル管（通気） VP50　機械室・便所 2 ｍ

硬質ポリ塩化ビニル管（通気） VP65　機械室・便所 2 ｍ

硬質ポリ塩化ビニル管（通気） VP75　機械室・便所 8 ｍ

床上掃除口 COA65 2 個

床上掃除口 COA80 2 個

床上掃除口 COA100 2 個

目皿 D50 1 個

目皿 D75 1 個

通気金物 VC75 1 個

ｽﾘｰﾌﾞ費 1 式

小  計

改め計

P.  11



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

Ⅲ-2 既設棟改修工事

1 空調設備工事 1 式

Ⅲ-2.  合  計

P.  12



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

1 空調設備工事

1) 機器設備工事 1 式

2) 配管設備工事 1 式

1.  合  計

P.  13



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

1-1) 機器設備工事
天井埋込ｶｾｯﾄ形（CK-4）　5.0HPﾀｲﾌﾟ　

ACP-1 空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機 　C:12.5kwH:14.0kw　自動昇降ｸﾞﾘﾙ 3 台

機器搬入据付費 1 式

小  計

改め計

P.  14



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

1-2) 配管設備工事

冷媒用被覆銅管（液管) 液管　φ9.5  保温8～10mm以上 66 ｍ

冷媒用被覆銅管（ｶﾞｽ管) ｶﾞｽ管　φ15.9  保温20mm以上 66 ｍ

硬質塩化ビニル管（ドレン） VP25　屋内一般 51 ｍ

硬質塩化ビニル管（ドレン） VP30　屋内一般 6 ｍ

内外機連絡線 EM-CEE2SQ-3C 65 ｍ

保温工事 1 式 別紙明細-4

小  計

改め計

P.  15



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

Ⅲ-3 外構工事

1 屋外給水設備工事 1 式

2 屋外排水設備工事 1 式

Ⅲ-3.  合  計

P.  16



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

1 屋外給水設備工事

シャワー水栓 T-6 3 個

散水栓 T-7 2 個

耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管　HIVP 20A　地中埋設 17 ｍ

耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管　HIVP 25A　地中埋設 4 ｍ

耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管　HIVP 30A　地中埋設 21 ｍ

耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管　HIVP 40A　地中埋設 1 ｍ

耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管　HIVP 50A　地中埋設 35 ｍ

仕切弁 JIS5K　20A 2 個

仕切弁 JIS5K　25A 2 個

仕切弁 JIS5K　32A 1 個

仕切弁 JIS5K　40A 1 個

弁桝 VC-P 4 個

弁桝 VC-1 2 個

埋設表示 14 個

既設配管接続 1 式 別紙明細-5

土工事 1 式 別紙明細-6

小  計

改め計

P.  17



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

2 屋外排水設備工事

硬質ポリ塩化ビニル管 VP75　地中埋設 8 ｍ

硬質ポリ塩化ビニル管 VP100　地中埋設 8 ｍ

硬質ポリ塩化ビニル管 VP125　地中埋設 52 ｍ

硬質ポリ塩化ビニル管（雨水） VP75　地中埋設 2 ｍ

硬質ポリ塩化ビニル管（雨水） VP100　地中埋設 50 ｍ

硬質ポリ塩化ビニル管（雨水） VP125　地中埋設 14 ｍ

塩ビ製小口径汚水桝　125-200 90Y　600H　樹脂製蓋 1 組

塩ビ製小口径汚水桝　125-200 90Y　700H　樹脂製蓋 5 組

塩ビ製小口径汚水桝　125-200 90L　700H　樹脂製蓋 1 組

塩ビ製小口径汚水桝　125-200 45L　800H　樹脂製蓋 2 組

塩ビ製小口径汚水桝　125-200 ST　800H　樹脂製蓋 1 組

塩ビ製小口径汚水桝　125-200 ST　800H　鋳鉄製（T-8）蓋 1 組

塩ビ製小口径汚水桝　125-200 90Y　900H　樹脂製蓋 1 組

塩ビ製小口径汚水桝　125-200 45L　1000H　樹脂製蓋 1 組

塩ビ製小口径雨水桝　100-200 90Y　300H　樹脂製蓋 1 組

塩ビ製小口径雨水桝　100-200 ST　400H　樹脂製蓋 1 組

塩ビ製小口径雨水桝　100-200 起点　400H　樹脂製蓋 2 組

塩ビ製小口径雨水桝　100-200 90L　400H　樹脂製蓋 2 組

P.  18



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

塩ビ製小口径雨水桝　100-200 90Y　400H　樹脂製蓋 3 組

塩ビ製小口径雨水桝　100-200 90L　500H　樹脂製蓋 1 組

塩ビ製小口径雨水桝　125-200 90Y　500H　樹脂製蓋 5 組

土工事 1 式 別紙明細-7

既設管切離しプラグ止め セラミック管125A 1 式 別紙明細-8

小  計

改め計

P.  19



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

Ⅲ-4 発生材処分

（空調設備工事）

発生材積込 混合廃材 0.25 t

発生材運搬 混合廃材 0.25 t

発生材処分 混合廃材 0.25 t

発生材積込 金属類 5.56 m3

発生材運搬 金属類 1 回

発生材処分 金属類 0.37 t

発生材積込 廃プラスチック類 0.01 m3

発生材運搬 廃プラスチック類 1 回

発生材処分 廃プラスチック類 0.01 t

小  計

改め計

P.  20



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

別紙明細-1

配管設備　保温工事

冷媒管　保温 屋外露出　ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　100A 5 m

冷媒管　保温 屋外露出　ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　100A 11 m

ﾄﾞﾚﾝ管　保温 天井内・PS ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　25A 22 m

ﾄﾞﾚﾝ管　保温 床下・暗渠内 着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　25A 3 m

ﾄﾞﾚﾝ管　保温 天井内・PS ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　30A 5 m

ﾄﾞﾚﾝ管　保温 床下・暗渠内 着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　30A 6 m

別紙明細計

P.  21



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

別紙明細-2

換気設備　保温工事

スパイラルダクト 100φ　天井隠ぺい 1 ｍ

スパイラルダクト 150φ　天井隠ぺい 5 ｍ

別紙明細計

P.  22



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

別紙明細-3

給水設備　保温工事

給水管　保温 床下・暗渠内　着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　20A 18 ｍ

給水管　保温 天井内・PS　ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　20A 12 ｍ

給水管　保温 床下・暗渠内　着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　25A 9 ｍ

給水管　保温 床下・暗渠内　着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　32A 13 ｍ

給水管　保温 床下・暗渠内　着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　40A 6 ｍ

別紙明細計

P.  23



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

別紙明細-4

配管設備　保温工事

冷媒管　保温 屋外露出　ｽﾃﾝﾚｽ鋼板　100A 2 m

ﾄﾞﾚﾝ管　保温 天井内・PS ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　25A 25 m

ﾄﾞﾚﾝ管　保温 床下・暗渠内 着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　25A 21 m

ﾄﾞﾚﾝ管　保温 床下・暗渠内 着色ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ　30A 1 m

別紙明細計

P.  24



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

別紙明細-5

屋外給水設備　既設配管接続

既設配管接続 HIVP 20A 1箇所

既設配管接続 HIVP 50A 1箇所

別紙明細計

P.  25



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

別紙明細-6

屋外給水設備　土工事

根切り 24.31 m3

砂入れ 8.50 m3

埋戻し 15.81 m3

残土処分 8.50 m3

埋設標示テープ 78.10 m

別紙明細計

P.  26



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

別紙明細-7

屋外排水設備　土工事

根切り 48.84 m3

砂入れ 22.34 m3

埋戻し 26.50 m3

残土処分 22.34 m3

別紙明細計

P.  27



番号 名　　　　　　称 摘　　　　　　要 数　量 単位 単　　　　価 金　　　　　額 備　　　　　考

別紙明細-8

既設管切離しプラグ止め セラミック管125A 1箇所

別紙明細計

P.  28



(機械設備) 

M00 表紙

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面番号 図面名称 図面番号 図面名称

M01 空気調和設備工事　特記仕様書

M02 給排水絵衛生設備工事　特記仕様書

M03 空調設備　機器表

M04 増築　空調設備　平面図

M05 増築　換気設備　平面図

M06 既設棟　空調設備　平面図（改修）

M07 給排水設備　配置図

M08 給排水設備　機器表

M09 衛生設備　器具表

M10 増築棟　給排水設備　平面図

M11 増築棟　給排水設備　詳細図

M12 既設棟　給排水　平面図（改修）



　　4.05㎡　１階　S造
　208.98㎡　１階　S造

　渡り廊下

　950.76㎡　１階　S造
　増築園舎
　既設園舎

平成

岩　瀬　　直　人

年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

M01空気調和設備工事　特記仕様書

図面

名称

縮尺

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事30

　　　５０％
　　　５１％

　　　　０．１℃
　　　　３５．６℃

　　　　％
　　　　％

　　　　２２．０℃
　　　　２６．０℃

消火器

　岐阜県可児市下恵土２８番１

別途

　備　考　　延面積　　階　数　　構　造　　建物名称　

イ）保温材は、ＪＩＡ　９５０４によるＪＩＳマーク表示品とする。

スリーブ補強

排気フード

厨房機器

機械基礎（屋内）

スリーブ箱入れ

ステンレス流し

同上トラップ

マンホール

各電極棒

同上配管配線

ガラリ（内壁）

雨水排水管

同上アンカーボルト

同上　　（屋外）

同上補強

同上補強

同上取付枠

各種点検口

換気扇本体

空調用天井壁穴あけ

照明器具等天井壁穴あけ

同上　（外壁）

電気一次側配管配線は　　　本工事　　　電気工事

電気ニ次側配管配線は　　　本工事　　　電気工事

空調計装配線配管は　　　　本工事　　　電気工事

ものは、それを使用してもよいものとする。。

尚、屋内外機の制御線及びリモコンスイッチの配管配線も合せて行う
室内機に電源が必要ならば本工事にて行うものとする。

・空気熱源ヒートポンプ形空気調和機の電源は屋外機送りになるので、

又、ユニット間の配管材料は製造者の標準部品として製造されている
管は、冷媒及び潤滑油循環が正常な運転に支障のないよう施工する。

・空気熱源ヒートポンプ形空気調和機の屋外機、屋内機を接続する冷媒

吊り金物叉は、防振支持金物を設けるものとする。

断熱材被覆銅管（原管はＪＩＳ　Ｈ　３３００）保温筒は、製造者標準

ＪＷＷＡＫ１３２　ＳＧＰ－ＰＢ

ＪＩＳＫ６７４１ＶＰ
ＪＩＳＧ３４５２（白）

鋼管及びねじ込み式鋼管継手はＪＩＳマーク表示品とする。

２

（ガラス製二重管温度計）に準じた材料、構造及び性

ン管膨張式円形指示計とし、その他の機器及び配管類に取り付ける温

能を有するガード付きＬ形温度計とする。尚、最高目盛は原則として

によるものとし目盛盤の外径は原則とし１００㎜で
コック付とする。最高目盛は使用圧力の１．５～３倍とする。

ＪＩＳＢ７５２８によるブルド

ＪＩＳＢ７５０５圧力計は

ＪＩＳＢ７４１２

１００℃とする。

ボイラー冷凍機　各種槽類に取付ける温度計は

度計は

空調換気扇　　　天井埋込形　　　壁取付形

ガスと接する風道材料は図面による。排気フードはステンレス鋼板

排気風道は空調用風道工事に準ずる。浴室、厨房等水蒸気叉は腐食性

製で板厚は１．０㎜以上板

消音ボックス付送風機
遠心送風機　　　軸流送風機

（冷間圧延ステンレス鋼板）

・送風機

・換気扇

ＳＵＳ３０４
の継目は溶接とし必要に応じ補強材を入れる。

・色は指定色とする。
吸込口本体　　　鋼板製　　　アルミニウム製
易に風量調節ができうる構造とする。
騒音を発することが少なく、吸込機能の確実なもので、構造堅固で容

（亜鉛鉄板）スパイラルダクト

・地中埋設管は平成２年自治省告示第８１号（危険物の規制に関する技
・管の接合は、原則として溶接とする。

術上の基準の細目を定める告示第３条に規定する塗覆装を行う。

ＪＩＳ　Ｋ　６７４１ＶＰ

ＪＩＳ　Ｇ　３３０２

上記、風道設備の項に準ずる。
硬質塩化ビニール管

関する政令及び危険物の規制に関する規則により施工する。
・油サービスタンク、地下貯油槽すえ付けに当っては、危険物の規制に

　１０㎏／㎝

その他不
とし高速風道とする。鋼板（ＪＩＳ　Ｇ　３３０２）・排煙風道は亜鉛鉄板

燃材料を使用する場合は図面による。

　有　　　無

黒管）（ＪＩＳ　Ｇ　３４５２配管用炭素鋼管

　２０㎏／㎝ＪＩＳ

Ｇ　３１４１）

（ＪＩＳ

令」に基づく告示の定める試験に合格したものとする。
する機構を備えたものとし、ダンパーの漏煙性能は「建築基準法施行

の電源が断たれた時、非常用電源に自動切替え運転できるものとする。

ケーシング及び可動羽根からなり、煙感知器と連動して自動的に閉鎖

とし手動開放装置の操作箱には使用方法を明示する。

及び可動羽根叉は可動パネルは厚さ１．６㎜以上の鋼板製
放と同時に排煙機を起動させる連動機構を備えたもので、ケーシング
ケーシング可動羽根叉は可動パネル、手動開放装置などからなり、開

より排煙開始より３０分以上運転を継続できる。耐熱性を有し、常用
遠心送風機叉は軸流送風機とし、その形式、規格、容量などは図面に

（１）機器設備

設計条件

・空調用の風道は亜鉛鉄板製とし、特記がなければ矩形風道はアングル
工法とする。

し、取付方向などは製造者の標準仕様による。尚、風速センサータイ

ダクトに気密かつ堅固に取付け、必要に応じ吊り又は支持するものと

吹出・吸入口　　　鋼板製　　　アルミニウム製
・色は指定色とする。

騒音を発することが少なく、吹出機能の確実なもので、構造堅固で容
易に風量調節ができうる構造とする。

・亜鉛鉄板は

変風量ユニット
定風量ユニット

吹出口・吸込口

（２）風道設備

プの場合は、ユニット上流側にダクト径の４倍程度の直管部を設ける。

（亜鉛鉄板）とする。ＪＩＳＧ３３０２

ナットはダブルナットとする。

吸収式冷温水発生機

冷却塔
ファンコイルユニット

・機器類には防振ゴム叉は防振架台等を設け、ボイラー等には電気防蝕

・水槽の受台及び架台は溶融亜鉛メッキ品とし、それに使用するボルト

ナットも同様のものとする（アンカーボルトは亜鉛メッキでもよい）

装置及び感震装置を取り付ける。

タービン形　　うず巻形　　ライン形ポンプ
膨張水槽 ステンレス製

床置形　　天井吊形　　カセット型

床置形　　天井吊形
灯油　　ガス　　特Ａ重油
灯油　　ガス　　特Ａ重油

超音波式　　水スプレー式　　蒸発皿式
超低騒音形　　低騒音形

空冷式　　ガスヒートポンプ式
ウオーターチリングユニット（　空冷式　　水冷式）

空冷ヒートポンプチリングユニット

エアハンドリングユニット

加湿器

温水ボイラー
エアコン

チラー

４工事種目

３建物概要

１工事名称

２工事場所

Ⅰ工事概要

２）仮設工事、土工事、コンクリート工事、鉄筋工事、左官工事等は、国土交通省

１）図面及び本仕様書に記載されていない事項はすべて国土交通省大臣官房官庁営

９）本工事の請負者は工事竣工引渡し後満　１ヶ年の保証期間を設け、その

準図」平成　　年版による。

同じく、電気設備工事は「電気設備工事共通仕様書」「電気設備工事標

　　大臣官房官庁営繕部監修「建築工事共通仕様書」平成　　年版による。

のとする。
者側の不都合に基づく事故に対しては速やかに無償にて修理改修するも

　　期間内に発生した材料不良等により生じた破損及び故障箇所、叉は請負

発生材の処理

電動機

水・その他
工事用動力

機器

（２）一般事項

合、請負金額は増減しない。
　　位置、取付工法などの軽徴な変更は係員の指示によって行なう。この場
５）工事の施工に際し、現場の納まり、または取合せ上機器及び器具の取付

　　基準及び指針などは遵守し、必要ある届出、手続などは請負者がこれを
　　代行する。但し、これに要する費用は全て請負者の負担とする。

のとする。
　　成時に係員立合の上、各設備の機能、その他の試験及び検査を行なうも
８）工事の進捗にしたがい、係員の指示により各中間検査を行ない、工事完

品とし、係員の承諾を受けたものとする。尚、主要材料については、契約

構外に搬出し、関係法令等に従い適切に処理する。

７）本工事は技能士に施工させるよう努めること。

６）工事に関係ある法律、政令、省令、告示、条例、各地方公共団体の内規、

後速やかに設備工事主要機材の製作者名一覧表を提出し係員の承諾を受け

イ）各機器類は堅固に取り付けること。

電動機の屋外露出設置の場合は全閉屋外形とする。

の負担とする。
この工事に必要な工事用動力、水、及び諸手続などの費用はすべて請負者

ること。

本工事に使用する機器及び諸材料は、全て諸規格に適合する品質優良な新

　　指示及び承諾した事項で主要なものは文章にて係員の確諾を受ける。

る。
　　諾を得た後施工する。但しこれに要する費用はすべて請負者の負担とす
　　示すもので、現場においての正確な位置形状及び寸法は施工図等で、承
　　又、設計図に示された機器、配管等の形状位置及び寸法等は相対関係を

場合にはすべて係員の指示による。
４）設計図書が互いに相違する場合、明記のない場合、または疑義を生じた

３）仕様書の記載事項に基づき行った、係員の現場代理者に対する指示承諾、

　　（係員とは監理者またはその代理者をいう。）

　　検査はすべて係員の権限と責任とによって行ったものとみなし、係員が

公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（平成２８年版）による。
繕部監修公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成２８年版）及び

電気工事共通仕様書に準じて施工する。（５）自動制御設備
（４）換気設備
（３）配管設備
（２）風道設備
（１）機器設備

（１）適用条項

１共通仕様

Ⅱ工事仕様

「建築設備耐震設計・施工指針　2014年版」(独立行政法人 建築研究所)び官

　　耐震施工については機械設備共通仕様書、標準図によるほか

平成８年版、等により施工の事。

庁施設の総合耐震計画基準及び同解説（建設大臣官房官庁営繕部監修）

残土は、構外に搬出し適切処理する。

尚、支持吊り材等はステンレス製を使用すること。
イ）土間下地中埋設管はすべて土間鉄筋に配管の支持吊りを行うこと。

　　を行なう。
ホ）各配管の防火区画貫通部分については、法規及び条例等に基づいて施工

　　いて施工を行なう。
ロ）防火区画、防火壁、防煙壁などを貫通する風道は法規及び条例等に基づ

　　とれないときは必要に応じて案内羽根を設ける。
　　矩形風道の場合は半径の幅以上とする。但し、やむを得ず上記の寸法が
イ）風道のわん曲部の内側半径は、スパイラルダクトの場合はその半径以上

ニ）温水配管の分岐はエルボ返し３ヶ所以上にて施工のこと。

ハ）室内立管支持は１フロアー２ヶ所以上支持をする。

ロ）建物導入部の配管は伸縮及び変位を考慮し施工する。

・振動の伝播を防ぐ必要のある配管及び強制循環する水配管には、防振

５㎏／㎝ １０㎏／㎝

ポリエチレン粉体ライニング鋼管

硬質ポリ塩化ビニール管
配管用炭素鋼鋼管

（７）工事区分 備考給排 空調建築項目 電気

　　　　％
　　　　％

　　　　℃
　　　　℃

　　　　％
　　　　％

　　　　℃
　　　　℃

耐震措置

Ｓ　ＧＪＩ

４３０５

をつけたものを適用する。本仕様書は 残土処分

提出書類

保温

風道

配管

系統系統一般系統
外気

室内

湿度ＲＨ温度ＤＢ湿度ＲＨ温度ＤＢ湿度ＲＨ温度ＤＢ湿度ＲＨ温度ＤＢ

冬期
夏期

ＳＵＳ　３０４ロ）屋外露出及厨房等多湿箇所の保温仕上は、ステンレス板巻（

０．３㎜以上）仕上とする。

防煙ダンパー

排煙口

排煙機

電気防蝕

管類

弁類

風道

圧力計・温度計

弁類

管類

（６）排煙設備

２ ２

ＪＩＳ
２

（５）給油設備

（４）換気設備

ものとする。

（３）配管設備空気調和設備工事特記仕様書

２８

２８

06

　可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（機械設備）

工事写真　　　完成写真　　　電気検尺表・水質検査表・地質標本
保証書　　　備品リスト表　　　風量・温度測定表　　　騒音測定表

　　水圧試験表　　　通水試験表　　　完成図　　　保守案内指導書

　　工事完成後、係員の指示により下記の書類を提出する。

着工に先立ち下記に示す工事用設計図製本を作成し監督職員に提出する。
設計図製本（Ａ３二つ折り　３部）



量水器ＢＯＸ　　　　　　　本工事　　　貸与品

　　4.05㎡　１階　S造
　208.98㎡　１階　S造

　渡り廊下

　950.76㎡　１階　S造
　増築園舎
　既設園舎

平成

岩　瀬　　直　人

年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

M02給排水衛生設備工事　特記仕様書

図面

名称

縮尺

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

　岐阜県可児市下恵土２８番１

30

「建築設備耐震設計・施工指針　2014年版」(独立行政法人 建築研究所)び官

ホ）　耐震施工については機械設備共通仕様書、標準図によるほか

平成８年版、等により施工の事。

庁施設の総合耐震計画基準及び同解説（建設大臣官房官庁営繕部監修）

１）図面及び本仕様書に記載されていない事項はすべて国土交通省大臣官房官庁営

公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（平成２８年版）による。
繕部監修公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（平成２８年版）及び

　延面積　　階　数　　構　造　　建物名称　

別途

繊維モルタル２層管

　備　考　

都市ガス　　　　　液化石油ガス

　消火器

工事完成後、係員の指示により下記の書類を提出する。

によるＪＩＳマーク表示品とする。ＪＩＳ　Ａ　９５０４イ）保温材は、

ＪＩＳ　　　　５㎏／㎝　　　１０㎏／㎝

電気ニ次側配管配線は　　　本工事　　　電気工事

空調計装配線配管は　　　　本工事　　　電気工事

電気一次側配管配線は　　　本工事　　　電気工事

（ＪＩＳ　Ｇ　３４５２

　有　　　無

上の基準の細目を定める告示第３条に規定する塗覆装を行う。

・地中埋設管は平成２年自治省告示第８１号（危険物の規制に関する技術

・油サービスタンク、地下貯油槽すえ付けに当っては、危険物の規制に関

　　２０㎏／㎝ＪＩＳ　　　１０㎏／㎝

・配管用炭素鋼管

する政令及び危険物の規制に関する規則により施工する。

黒管）

本工事　　　建築工事

物、及びボルトナット類は全てステンレス鋼製（ＳＵＳ３０４）とする。

・フロート式

・管の接合は、原則として溶接とする。

構内にある配管の表面はタールエポキシ樹脂塗料２回塗りとし、管支持金

（ＪＩＳ　Ｇ　３４５２）配管用炭素鋼鋼管
硬質塩化ビニル管

硬質塩化ビニルライニング鋼管

（ＳＵＳ３０４）
（ＪＩＳ　Ｋ　６７４１　ＶＰ）

（ＪＷＷＡ　Ｋ　１１６　ＶＢ）

１０㎏／㎝ＪＩＳ　　　５㎏／㎝

ＦＲＰ製ユニット型
現場施工形ＲＣ

負担金　　　　　　　　　　　本工事　　　別途
本管取出し及び道路補修　　　本工事　　　別途

品があれば、それを優先して使用する。

塩ビ製桝既製桝現場打

見え掛り部分はモルタル塗り仕上げとする。尚、各市町村によって指定
は泥溜めを十分にとり、汚水桝はインバート切り施工とする。又、外部

・各排水桝は、コンクリート厚１００㎜厚以上を使用し、排水桝について

局所方式　　　中央式

２

膨張水槽　　　　　　ステンレス製
熱交換器　　　　　　ステンレス製
貯湯槽　　　　　　　ステンレス製
電気温水器　　　（　常時電力　　　深夜電力）
瞬間湯沸器　　　（　都市ガス　　　プロパンガス　　　オイル焚き）
給湯ボイラー　　（　都市ガス　　　プロパンガス　　　オイル焚き）

青銅製　　　鋳鉄製　　　ステンレス製

ＪＩＳ　Ｈ　３３００（Ｌタイプ）

ＪＩＳ　５㎏／㎝

（ＪＩＳ　Ｇ　３４４８　ＳＵＳ３０４）
耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

・図示なくとも、管理上必要と思われる箇所には、温度計を取り付ける。
・給湯ボイラーは、電気防蝕装置、及び感震装置を取り付けること。

（ＷＳＰ０４１）

スプリンクラー　　　泡消火　　　水噴霧
屋内消火栓　　　屋外消火栓
消防法、並びに関係法令、地区施工令に準拠して消火設備を施工する。

消火栓弁　　　１０㎏／㎝　認定品

ＪＩＳ　Ｇ　３４５２　（インペイ・ロシツ・ピット内）
ＷＳＰ０４１　ＳＧＰ－ＶＳ　（土中）

ＪＩＳ　Ｇ　３０１０１
ＪＩＳ　Ｇ　３１４１ （冷間圧延鋼板及び鋼帯）による

（一般

１号消火栓　　（自火報　　　組込　　　非組込）
２号消火栓　　（自火報　　　組込　　　非組込）

電気溶接加工とする。
構造用延鋼材）又は、
厚さ１．６㎜以上の鋼板製で堅牢な構造とし、

ＪＩＳ　Ｇ　３４５２　白管
ＪＩＳ　Ｇ　３４６９ （土中）

（インペイ・ロシツ・ピット内）

本工事　　　貸与品

自動切替弁・ボンベ転倒防止チェーン等本工事

ポリエチレン被覆鋼管
配管用炭素鋼鋼管

鉄コック　　　ボールバルブ

例などによる燃焼器具設置基準に基づき施工する。
・液化石油ガスは、高圧ガス取締法、消防法、各地方公共団体火災予防条
・都市ガスは、供給事業者の供給規定による責任施工とする。
・ガス栓は全てヒューズコックとし、ゴムホース接続は強化ホースとする。

・消防法、ガス事業法、ＬＰガス法に基づき施工する。

室内－監視室警報
室内－管理室警報集中監視システム

個別警報器 既時警報型自動復帰式

（　　人槽）
分離接触ばっ気方式

建築基準法施行令第３２条、及び昭和５８年建設省告示第１２９２号に
よる他、特定行政庁の定める取扱い事項などによる。

（　　人槽　　ｍ　）
３

散水濾床方式
回転板接触方式
接触ばっ気方式
長時間ばっ気方式

散水濾床方式
分離ばっ気方式

合併処理

単独処理

４工事種目

３建物概要

１工事名称

２工事場所

Ⅰ工事概要

（１）適用条項

１共通仕様

Ⅱ工事仕様

残土処分

発生材の処理

電動機

水・その他
工事用動力

（２）一般事項
機器

配管

（１）給水設備

提出書類

保温工事

弁桝

弁類

給水方式

受水槽

高置水槽

管類

公共上水道

・水槽の受台及び架台は溶融亜鉛メッキ品とし、それに使用するボルトナ

管類

排水方式
（３）排水通気設備

（２）衛生器具設備

ＭＨＡ　　　コンクリート製　　　化粧

・ロータンクは側面上部給水形とする。

・建物内汚水と雑排水は　　　　　合流式　　　分流式

ＭＨＡ

排水・繊維モルタル２層管
配管用炭素鋼鋼管

ＭＨＡ　　　格子　　　化粧　　　コンクリート製ハ）雨水桝蓋

イ）汚水桝蓋

ロ）雑排水桝蓋

硬質ポリ塩化ビニル管

硬質ポリ塩化ビニル管

遠心力鉄筋コンクリート管

ハ）雨水管

ロ）通気管

配管用炭素鋼鋼管

雑配水管
イ）汚水管 硬質ポリ塩化ビニル管

排水鉛管
排水鋳鉄管

・雨水配管は別系統とする。

桝蓋 コンクリート製

（ＪＩＳ　Ｇ　３４５２　白管）
（ＪＩＳ　Ｋ　６７４１　ＶＰ）

（ＪＩＳ　Ｋ　６７４１　ＶＰ）

（ＪＩＳ　Ｇ　３４５２　白管）

・各水栓のこまは原則として節水こまとする。

散逸を防ぐ構造の蓋を取り付ける。
・ＭＨＡ，格子蓋は、盗難防止用クサリ付とし、設置場所によって空気の

（ＪＩＳ　Ｋ　６７４１　ＶＰ）

（ＨＡＳＳ　規格品）
（メカニカル継手）

塩ビ製

塩ビ製化粧

（２種のＢ型）

本管取出し及び道路補修　　本工事　　　別途

・設計図に明記の位置に衛生器具、及び付属金物、及び水栓類等を、堅固

・衛生陶器の色の指定は係員の指示による。
に取り付けること。

ＦＲＰ製（　サンドイッチ型　　パネル型）

負担金　　　　　　　　　　本工事　　　別途

量水器　　　　　　　　　　本工事　　　貸与品

ステンレス製

ナットはダブルナットとする。
ットも同様のものとする。（アンカーボルトは亜鉛メッキでもよい）

ＦＲＰ製（　サンドイッチ型　　パネル型）
ステンレス製

ＳＧＰ－ＶＢ

硬質塩化ビニルライニング鋼管

水道用二層管　２種　

（インペイ・ロシツ・ピット内）

（インペイ・ロシツ・ピット内）

（土中部分）

（土中部分）

ＳＧＰ－ＰＡ
ＳＧＰ－ＰＤ

ポリエチレン管

ＳＧＰ－ＶＤ
ポリエチレン粉体ライニング鋼管 ＪＷＷＡ　Ｋ　１３２

ＪＷＷＡ　Ｋ　１１６

（屋外・土中）

ＶＣ－１　　　ＶＣ－２

重力式　　　圧力式　　　直結式

公共水　　　井水

　　完成写真　　　電気検尺表・水質検査表・地質標本
　　保守案内指導書　　　保証書　　　備品リスト表　　　工事写真
　　水圧試験表　　　ガス漏試験表　　　通水試験表　　　完成図

以上）仕上とする。

・屋外露出及び厨房等多湿箇所の保温仕上は、ステンレス板巻

０．３㎜

ニ）各配管の防火区画貫通部分については、法規及び条例等に基づいて施工

ハ）室内立管支持は１フロアー２ヶ所以上支持をする。

ロ）建物導入部の配管は伸縮及び変位を考慮し施工する。

尚、支持吊り材等はステンレス製を使用すること。
イ）土間下地中埋設管はすべて土間鉄筋に配管の支持吊りを行うこと。

５）工事の施工に際し、現場の納まり、または取合せ上機器及び器具の取付位
　　置、取付工法などの軽徴な変更は係員の指示によって行なう。この場合、
　　請負金額は増減しない。

９）本工事の請負者は工事竣工引渡し後満　１ヶ年の保証期間を設け、その期

残土は構外に搬出し適切処理する。

構内に搬出し、関係法令等に従い適切に処理する。

電動機の屋外露出設置の場合は全閉屋外形とする。

の負担とする。
この工事に必要な工事用動力、水、及び諸手続などの費用はすべて請負者

　イ）各機器類は堅固に取り付けること。

品とし、係員の承諾を受けたものとする。尚、主要材料については、契約
後速やかに設備工事主要機材の製作者名一覧表を提出し係員の承諾を受け
ること。

本工事に使用する機器及び諸材料は、全て諸規格に適合する品質優良な新

る。
の不都合に基づく事故に対しては速やかに無償にて修理改修するものとす
間内に発生した材料不良等により生じた破損及び故障箇所、叉は請負者側

８）工事の進捗にしたがい、係員の指示により各中間検査を行ない、工事完成

７）本工事は技能士に施工させるよう努めること。

　　行する。但し、これに要する費用はすべで請負者の負担とする。

６）工事に関係ある法律、政令、省令、告示、条例、各地方公共団体の内規、

　　する。
　　時に係員立合の上、各設備の機能、その他の試験及び検査を行なうものと

　　基準及び指針などは遵守し、必要ある届出、手続などは請負者がこれを代

　　すもので、現場においての正確な位置形状及び寸法は施工図等で、承諾を

４）設計図書が互いに相違する場合、明記のない場合、または疑義を生じた場

　　得た後施工する。但しこれに要する費用はすべて請負者の負担とする。

　　又、設計図に示された機器、配管等の形状位置及び寸法等は相対関係を示
　　合にはすべて係員の指示による。

　　指示及び承諾した事項で主要なものは文章にて係員の確認を受ける。

３）仕様書の記載事項に基づき行った、係員の現場代理者に対する指示承諾、

　　（係員とは監理者またはその代理者をいう。）

　　検査はすべて係員の権限と責任とによって行ったものとみなし、係員が

２）仮設工事、土工事、コンクリート工事、鉄筋工事、左官工事等は、国土交通省大

同じく、電気設備工事は「電気設備工事共通仕様書」「電気設備工事標準

臣官房官庁営繕部監修「建築工事共通仕様書」平成２８年版による。

図」平成２８年版による。

（６）ガス設備
（５）消火設備
（４）給湯設備
（３）排水通気設備
（２）衛生器具設備
（１）給水設備

本仕様書は　をつけたものを適用する。

（９）工事区分 備考給排 空調建築項目

スリーブ補強

排気フード

厨房機器

機械基礎（屋内）

スリーブ箱入れ

ステンレス流し

同上トラップ

マンホール

各電極棒

同上配管配線

ガラリ（内壁）

雨水排水管

同上アンカーボルト

同上　　（屋外）

電気

同上補強

同上補強

同上取付枠

各種点検口

換気扇本体

空調用天井壁穴あけ

照明器具等天井壁穴あけ

同上　（外壁）

塩ビ製

（ＳＵＳ３０４

電気防蝕

（８）給油設備

管類

弁類

液面制御装置

杭工事

ステンレス管

管類

弁類

形式

（７）し尿浄化槽設備

処理方法

ガス漏感知

積算流量計

ガス集合装置

管類

弁類

（６）ガス設備

消火栓箱

硬質塩化ビニル外面被覆鋼管
配管用炭素鋼鋼管管類

弁類

（５）消火設備

その他

銅管管類
ステンレス管

弁類

給湯方式
（４）給湯設備

公共下水道

桝

を行う。

給排水衛生設備工事特記仕様書

２２

２２

2 2

２
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　可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事（機械設備）



　　　　　（屋外機）防護ネット、転倒防止金具

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

  (職員室)
　屋外機質量 60Kg
　転倒防止対策
　屋外機コンクリート基礎建築工事

　　　　　ワイヤレス運転リモコン

　　　　　ロングライフフィルター、ドレンポンプキット　

　付属品　（屋内機）昇降グリル化粧パネル（センサー付）、

　ＡＰＦ値　７．１以上

　　　　　　低温暖房：２．４９Ｋｗ　

　消費電力　冷房時：１．６３Ｋｗ　暖房時：１．６７Ｋｗ

　電　源　３φ２００Ｖ　６０Ｈｚ

　送風機　０．０５７Ｋｗ（内）　０．１０Ｋｗ（外）

　圧縮機　１．４０Ｋｗ

　暖房能力　８．０Ｋｗ（２．０Ｋｗ～１０．６Ｋｗ）

　冷房能力　７．１Ｋｗ（１．８Ｋｗ～８．０Ｋｗ）

　天井埋込カセット形（ＣＫ－４）（自動昇降グリル）　　

　（３．０ＨＰタイプ）（冷媒Ｒ３２）

　空冷ヒートポンプ式エアコン、インバーター制御タイプ１　パッケージ形空気調和機ＡＣＰ－２

 (保育室5)(保育室6)
 (保育室(2))(保育室(3)) (保育室(4))
　屋外機質量 103Kg
　転倒防止対策
　屋外機コンクリート基礎建築工事

　　　　　（屋外機）防護ネット、転倒防止金具

　　　　　ワイヤレス運転リモコン

　　　　　ロングライフフィルター、ドレンポンプキット　

　付属品　（屋内機）昇降グリル化粧パネル（センサー付）、

　ＡＰＦ値　６．７以上

　　　　　　低温暖房：５．７１Ｋｗ　

　消費電力　冷房時：３．１６Ｋｗ　暖房時：３．２１Ｋｗ

　電　源　３φ２００Ｖ　６０Ｈｚ

　送風機　０．０９４Ｋｗ（内）　０．１０Ｋｗ＋０．１０Ｋｗ（外）

　圧縮機　２．６５Ｋｗ

　暖房能力　１４．０Ｋｗ（３．５Ｋｗ～１８．２Ｋｗ）

　冷房能力　１２．５Ｋｗ（３．１Ｋｗ～１４．０Ｋｗ）

　天井埋込カセット形（ＣＫ－４）（自動昇降グリル）　　

　（５．０ＨＰタイプ）（冷媒Ｒ３２）

　空冷ヒートポンプ式エアコン、インバーター制御タイプ５　パッケージ形空気調和機ＡＣＰ－１

　空調設備　機器表　

　

備　　　　　考仕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様数　量名　　　　　　称記　　号

空調設備　機器表（改修）

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

M03

図面

名称

縮尺

06

　

　（ミーティングルーム）

　転倒防止対策

　屋外機コンクリート基礎建築工事

　機　能　除湿機能、フィルター自動掃除

　付属品　ワイヤレスリモコン、既製コンクリート製基礎、転倒防止金具

　ＡＰＦ値　５．３以上

　　　　　　低温暖房：１,４３０Ｗ　

　消費電力　冷房時：１,２３０Ｗ　暖房時：１,０９０Ｗ

　電　源　１φ１００Ｖ　６０Ｈｚ

　送風機　２５Ｗ（内）　４０Ｗ（外）

　圧縮機　６００Ｗ

　暖房能力　４．２Ｋｗ（０．２Ｋｗ～５．１Ｋｗ）

　冷房能力　３．６Ｋｗ（０．３Ｋｗ～３．７Ｋｗ）

　（冷媒Ｒ３２）　

　壁掛形、（ＷＲ）

　空冷ヒートポンプ式ルームエアコン、インバーター制御タイプ１　ルームエアコンＲＡＣ－２

備　　　　　考仕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様数　量名　　　　　　称記　　号

　換気設備　機器表　

　付属品　防振ゴム、コントロールスイッチ（強弱）

　電源　１φ１００Ｖ　消費電力　８２．０Ｗ（強）

　風　量　４７０ＣＭＨ　静　圧　８０Ｐａ（強）

　ダクト径　１５０φ

　天井埋込形・低騒音タイプ・フラットインテリア形

　付属品　防振ゴム

　電源　１φ１００Ｖ　消費電力　４９．０Ｗ

　風　量　２５０ＣＭＨ　静　圧　８０Ｐａ

　ダクト径　１５０φ

　天井埋込形・低騒音タイプ・サニタリー用格子形

　付属品　防振ゴム

　電源　１φ１００Ｖ　消費電力　３６．０Ｗ

　風　量　２２０ＣＭＨ　静　圧　８０Ｐａ

　ダクト径　１５０φ

　天井埋込形・低騒音タイプ・フラットインテリア形

　付属品　防振ゴム

　電源　１φ１００Ｖ　消費電力　２８．５Ｗ

　風　量　２００ＣＭＨ　静　圧　６０Ｐａ

　ダクト径　１５０φ

　天井埋込形・低騒音タイプ・フラットインテリア形

　（保育室5）（保育室6）　換　気　扇 ２ＦＶ－５

　（幼児用トイレ）　換　気　扇ＦＶ－４

　（職員室）　換　気　扇ＦＶ－３

　（ミーティングルーム）１　換　気　扇ＦＶ－２

　付属品　防振ゴム

　電源　１φ１００Ｖ　消費電力　１５．５Ｗ

　風　量　１００ＣＭＨ　静　圧　６０Ｐａ

　ダクト径　１００φ

　天井埋込形・低騒音タイプ・サニタリー用格子形　換　気　扇ＦＶ－１ １

１

１

　（職員用ﾄｲﾚ）

　《共通仕様》　特記なき限り、下記仕様による。
　(1) 製造者標準仕様、グリーン購入調達基準適合品とする。

　(2) 冷房能力及び暖房能力は、ＪＩＳＢ８６１６（２０１５）による、ＡＰＦ値はＡＰＦ２０１５に基づく値を示す。
　　　又、ルームエアコンについての冷房能力及び暖房能力は、ＪＩＳＣ９６１２（２０１３）による｡
　(3) 電気容量・消費電力・大きさ・質量については参考数値とする。

　(4) 冷媒：Ｒ３２
　(5) 屋外機電源工事は電気工事とする。
　(6) 屋内機、屋外機間の制御配線は、製造者の標準とし、配管配線は本工事とする。
　(7) 屋内機付属品　各特記とする。

　(8) 屋外機については、転倒防止対策を行う事とする。　

　給気グリル１５０ ４ 　天井・壁取付形、プッシュ式

　ダクト径　１５０φ

※電気容量・消費電力については参考数値とする。
※換気ファンの電動機出力は、JIS C 9603に規定された消費電力による。



ｂ

ｂ
ｂ

ａ

　ＥＭ－ＣＥＥ　２ＳＱ－３Ｃ　φ９．５×φ１５．９ｂ

　ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ　

　　ラッキング仕上げとする。

※　　冷媒管屋外露出部分については、ステンレス鋼板

　　１５項により国土交通大臣認定の耐火処理をする。

※　　　防火区画貫通部については令第１１２条

　特　記

　冷媒管サイズ　

φ６．４×φ９．５ａ

　番　号　

　冷　媒　管　リ　ス　ト　

　渡り配線　

+500

ポストトイレ
職員用

トイレ
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可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事
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空調設備　平面図

増築

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

M04
A3:1／150

A2:1／100

図面

名称

縮尺

01 平面図
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給気グリル150

給気グリル150

給気グリル150

給気グリル150
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100φ
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可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

ＶＣ１５０φ（ＳＵＳ）

ＶＣ１５０φ（ＳＵＳ）

ＶＣ１５０φ（ＳＵＳ）

ＶＣ１５０φ（ＳＵＳ）

5

FV

5

FV

4

FV

3

FV

2

FV

1

FV

※外壁取付のＶＣはベンドキャップ（ステンレス製）とする。
※排気ダクトは外壁より１．０ｍ部分は保温を行うこととする。

ＶＣ１５０φ（ＳＵＳ）

ＶＣ１５０φ（ＳＵＳ）

ＶＣ１５０φ（ＳＵＳ）

ＶＣ１００φ（ＳＵＳ）

ＶＣ１５０φ（ＳＵＳ）

ＶＣ１５０φ（ＳＵＳ）

15
0φ

15
0φ

150φ

150φ

150φ

150φ

換気設備　平面図

増築

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

M05
A3:1／150

A2:1／100

図面

名称

縮尺

01 平面図

06



ｂ

ｂ
ｂ

ｂ ｂ ｂ

　ＥＭ－ＣＥＥ　２ＳＱ－３Ｃ　φ９．５×φ１５．９ｂ

　ＥＭ－ＥＥＦ　２．０－３Ｃ　

　　ラッキング仕上げとする。

※　　冷媒管屋外露出部分については、ステンレス鋼板

　　１５項により国土交通大臣認定の耐火処理をする。

※　　　防火区画貫通部については令第１１２条

　特　記

　冷媒管サイズ　

φ６．４×φ９．５ａ

　番　号　

　冷　媒　管　リ　ス　ト　

　渡り配線　

ＶＣ１００φ（ＳＵＳ）
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休養室
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33312523 29 36342721

700×3500×150H
機械基礎建築工事

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事
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（既設雨水桝に接続）

（既設雨水桝に接続）
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1
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1
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空調設備　平面図２（改修）

既設棟

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A3:1／150

A2:1／100

図面

名称

縮尺

01 平面図
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　量水器廻り（市水道）別途工事

　量水器ＢＯＸ　

　止水弁

　量水器（既設） １

１

１　市水道指定品

　５０ｍ／ｍ（市水道メーター）

　５０Ａ（ＢＯＸ含み）

１２
５

　切離しプラグ止め本工事とする。
※既設セラミック管について
※既設公設桝に接続とする。

５０
－

２
０－

既設下水道引込み

50A
既設給水引込み

Ｍ

公

M07給排水設備　配置図

12,
000X
道路
幅員
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平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A3:1／300

A2:1／200

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

図面

名称

縮尺

01 配置図

以降平面図参照

以降平面図参照

既設散水栓に接続

06



M08

ｌ

床上掃除口

汚水桝

水栓

弁類

塩ビ製小口径インバート桝

給湯管

名称記号

凡例

－

通気管

給水管

備　　考

雑排水管

汚水管

　一般配管　　　硬質塩化ビニルライニング鋼管（ＳＧＰ－ＶＢ）(JWW A K116)

　地中埋設配管　耐衝撃性硬質塩化ビニル管（ＨＩＶＰ）(JIS K 6742)

　一般配管　　　 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）(JIS K 6741)

　地中埋設配管・ピット内　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）(JIS K 6741)

　一般配管用ステンレス鋼鋼管（プレス式接合）(JIS G 3448)

　地中埋設配管・ピット内　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）(JIS K 6741)

　一般配管　　　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）(JIS K 6741)

　地中埋設配管　硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）(JIS K 6741)

※防火区画及び１１４条区画を貫通する部分は国土交通大臣認定工法にて防火区画貫通処理を施すこと。

　一般配管　　　 硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）(JIS K 6741)

　高温排水配管　耐熱性硬質ポリ塩化ビニル管（ＨＴ）(JIS K 6776)

6

7

8

9

10

11

12

13

14

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

縮尺

名称

図面承認

号175279一級建築士
日月年30

岩　瀬　　直　人

平成

給排水設備　機器表

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

　インバート　桝径２００　

　インバート　桝径２００　

　インバート　桝径２００　

　インバート　桝径２００　

　インバート　桝径２００　

　インバート　桝径２００　

　インバート　桝径２００　

　インバート　桝径２００　

　インバート　桝径２００　

　インバート　桝径２００　

　インバート　桝径２００　

　インバート　桝径２００　

　インバート　桝径２００　　鋳鉄製蓋（Ｔ－８）２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

７００

７１０

７４０

７００

７８０

８６０

９３０

６００

６１０

６３０

６７０

７１０

６４０

７１０

６７０

６４０

６３０

６００

５３０

６１０

４６０

３８０

３００

３１０

３００

３４０

　塩ビ製小口径汚水桝　１２５－２００　４５°曲り

　塩ビ製小口径汚水桝　１２５－２００　９０°合流

　塩ビ製小口径汚水桝　１２５－２００　４５°曲り

　塩ビ製小口径汚水桝　１２５－２００　９０°合流

　塩ビ製小口径汚水桝　１２５－２００　ストレート

　塩ビ製小口径汚水桝　１２５－２００　９０°合流

　塩ビ製小口径汚水桝　１２５－２００　４５°曲り

　塩ビ製小口径汚水桝　１２５－２００　９０°合流

　塩ビ製小口径汚水桝　１２５－２００　９０°合流

　塩ビ製小口径汚水桝　１２５－２００　９０°合流

　塩ビ製小口径汚水桝　１２５－２００　９０°合流

　塩ビ製小口径汚水桝　１２５－２００　ストレート

　塩ビ製小口径汚水桝　１２５－２００　９０°曲り

　既設公設桝

特記事項
　１）管底深さは設計ＧＬからの参考数値とする。
　２）樹脂製蓋は耐荷重Ｔ－２とする。
　３）鋳鉄製蓋Ｔ－８は防護蓋とし塩ビ製内蓋付とする。
　４）下水排水については、域内の下水道機関と協議の上施工する事とする。

　塩ビ製小口径雨水桝　１００－２００　ストレート

　塩ビ製小口径雨水桝　１００－２００　９０°曲り

　塩ビ製小口径雨水桝　１２５－２００　９０°合流

　塩ビ製小口径雨水桝　１００－２００　起点

　塩ビ製小口径雨水桝　１００－２００　９０°曲り

　塩ビ製小口径雨水桝　１００－２００　９０°合流

　塩ビ製小口径雨水桝　１００－２００　起点

　塩ビ製小口径雨水桝　１００－２００　９０°合流

　塩ビ製小口径雨水桝　１２５－２００　９０°合流

　塩ビ製小口径雨水桝　１２５－２００　９０°合流

　塩ビ製小口径雨水桝　１２５－２００　９０°合流

　塩ビ製小口径雨水桝　１００－２００　９０°曲り

　塩ビ製小口径雨水桝　１２５－２００　９０°合流

　塩ビ製小口径雨水桝　１００－２００　９０°合流

　塩ビ製小口径雨水桝　１００－２００　９０°合流

　１）管底深さは参考数値とする。
　２）樹脂製蓋は耐荷重Ｔ－２とする。

特記事項

　樹脂製蓋２００　３１０

３００

３５０

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

４１０

５００

３５０

４１０

４３０

３５０

３６０

３７０

３５０

４５０

３８０

４７０

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

　樹脂製蓋２００　

桝径２００　泥溜め　Ｈ＝１５０

桝径２００　泥溜め　Ｈ＝１５０

桝径２００　泥溜め　Ｈ＝１５０

桝径２００　泥溜め　Ｈ＝１５０

桝径２００　泥溜め　Ｈ＝１５０

桝径２００　泥溜め　Ｈ＝１５０

桝径２００　泥溜め　Ｈ＝１５０

桝径２００　泥溜め　Ｈ＝１５０

桝径２００　泥溜め　Ｈ＝１５０

桝径２００　泥溜め　Ｈ＝１５０

桝径２００　泥溜め　Ｈ＝１５０

桝径２００　泥溜め　Ｈ＝１５０

桝径２００　泥溜め　Ｈ＝１５０

桝径２００　泥溜め　Ｈ＝１５０

桝径２００　泥溜め　Ｈ＝１５０

管底深さ 蓋種別 備考　名称　桝番号

　雨水排水桝リスト　

　汚水排水桝リスト　

管底深さ　名称　桝番号 桝深さ 備考蓋種別
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　５）⑦桝以降は将来未満児室を南側へ排水できるよう排水勾配を考慮した施工とすること。



※新設機器のみ記載、再利用機器は表記しない。

　建築工事

　シャワー混合水栓、換気扇は付属品、給水管、給湯管、排水管接続は本工事　建築工事シャワーユニット

１

　ボウル一体カウンター用自動単水栓（発電ﾀｲﾌﾟ・壁給水）・止水栓・床排水金具（Ｓトラップ）・その他付属品一式　ＴＥＮＡ１２ＡＷ　Ｔ－８洗面水栓セット

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

　水栓、給水管、排水管接続は本工事　建築工事ステンレス流し

　建築工事化粧鏡

　水栓、給水管、給湯管、排水管接続は本工事　建築工事厨房器具

　混合水栓は付属品、給水管、給湯管、排水管接続は本工事　建築工事ミニキッチン

　２０ｍｍ、自動接手付、散水栓ＢＯＸ（ＳＵＳ製）　ＬＦ－３３－１９－ＣＶ

　オーバーヘッドシャワー、腰高止水栓（TBH9/BF-2S-13）　ＢＦ－４Ｒ　ＴＢ１８ＲＲ

散水栓

シャワー水栓

　Ｔ－７

　Ｔ－６

３

３

３３

１

３

１

３

３

　Ｌ－Ａ７４ＵＭ２Ｃ

　ＡＭ１４０Ｃ

　Ｌ－１５Ｇ

　壁掛バック付、自動単水栓(発電ﾀｲﾌﾟ,壁給水）、排水金具（Ｐトラップ）、トラップカバー、水石けん入れ、その他付属品一式　ＬＳＷ８７０ＡＰＦＲＭ　Ｌ－２

　Ｌ－１

壁掛手洗器

　壁掛洗面器、自動単水栓(発電ﾀｲﾌﾟ,壁給水）、排水金具（Ｐトラップ）、取付金具、水石けん入れ、その他付属品一式

　ＴＥＮＡ４０ＡＷ

　Ｌ３０ＤＭ壁掛手洗器

衛生設備　器具表

　台付、ハンドシャワー　ＳＦ－ＨＢ４５２ＳＹＸ　ＴＫＧＧ３２ＥＢＲ　Ｔ－５シングルレバー混合水栓

　スパウト回転式、泡まつキャップ付立水栓

　ＬＦ－ＷＪ３８ＲＨＱ

　ＬＦ－７Ｒ－１３

　ＬＦ－１４Ｆ－１３

　ＰＦ－６４６４ＡＣ

　スパウト回転式、泡まつキャップ付　ＴＬ１０６ＡＱＲ　Ｔ－１立水栓

　Ｔ１３６ＳＵＮＲ１３Ｃ　Ｔ－２

　吐水口回転式　Ｔ２００ＳＮＲ１３Ｃ　Ｔ－３横水栓

増築棟

　緊急止水弁付、ワンタッチ　ＴＷ１１Ｒ　Ｔ－４洗濯機用水栓

　Ａ－１

幼児用腰掛便器用手すり

　６４０タイプ、縦引きトラップ、その他付属品一式　ＰＷＰ６４０ＮＲＷ洗濯機パン

　ＳＫ－２

　ＳＫ－１

　その他付属品一式

　Ｓ－２０７ＬＭ１ＮＮＲＰ

　Ｓ－２０２Ａ

　掃除口付フチなし汚物流し、フラッシュバルブ、レバー式自在水栓、排水金具、ステンレス製棚付二連紙巻器（YH701/CF-63HST）　ＳＫＬ３３０ＨＮＮＮ汚物流し

　バック付、リムカバー、排水金具（Ｓトラップ）ゴム栓付、給水栓（２０Ａ）、バックハンガー、その他付属品一式　ＳＫ２２Ａ掃除用流し

　Ｕ－４０１Ｒ 　幼児用壁掛式、グリップ付、幼児用小便器用フラッシュバルブ、フランジ、バックハンガー、その他付属品一式　Ｕ３１０ＧＹ　Ｕ－１　幼児用小便器　

　Ｃ－Ｐ１４３Ｓ

　ＣＦ－４３ＤＣＫ 　スパッド、フランジ、その他付属品一式

　幼児用腰掛式大便器（３～５歳児向け）、幼児用ロータンク（壁給水）、幼児用暖房便座（AC100V,32W)、タンク用セット金具　Ｃ－３　幼児用大便器　

　ＴＣＦ４１Ｒ

　ＣＳ３００Ｂ

　ＣＦ－７ＤＣＫ

　Ｃ－Ｐ１４１ＳＭ

　スパッド、フランジ、その他付属品一式

　幼児用腰掛式大便器（１～２歳児向け）、幼児用ロータンク（壁給水）、幼児用暖房便座（AC100V,32W)、タンク用セット金具　Ｃ－２

　ＴＣＦ４１Ｒ

　ＣＳ３１０Ｂ　幼児用大便器　

　（Ｃ１２００Ｓ） 　ＣＷ－ＰＡ１１ＦＱＡ－ＮＥ 　洗浄便座リモコン、擬音装置、ステンレス製棚付二連紙巻器（YH701/CF-63HST）、その他付属品一式

※電気容量等は参考値とする。

※衛生器具，水栓金具の製品品番で参考とし同等品以上とする。

　ＴＣＦ６５４１ＡＫＪ

※色は指定色とする。

　Ｃ－１ 　防露便器、防露式密結形ロータンク（手洗いなし）、洗浄機能付暖房便座（AC100V,321W）、洗浄便座用分岐水栓、リモコン便器洗浄　ＢＣ－Ｐ２０Ｓ　ＣＳ２３０Ｂ　洋風便器　

（ＪＩＳ番号）

　記　号　

（参考品番）

ＬＩＸＩＬ

（参考品番）

ＴＯＴＯ

　付　　　属　　　品　　品　名　

衛生設備　器具表（改修）

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認 図面

名称

縮尺

　
幼
児
用
ト
イ
レ

　
職
員
用
ト
イ
レ

　
保
育
室
５

　
保
育
室
６

　
手
洗
い
・
足
洗
い

　
屋
　
外

２

３

M09
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２

３

　Ｔ－７散水栓

　Ｔ－６シャワー水栓

　プール用シャワー・プール

(VC-P)
GV25

－

１
２
５

13

4.
14
6

以降既設平面図参照

以降配置図参照

以降配置図参照

13 12

11 10

9

8

7

6

5 4

3
2

1

－

(VC-1)
GV40

－

３
０

２
０

２
０

(VC-P)
GV20

(VC-P)
GV20

－

３０ ２０

(VC-P)
GV25

(VC-1)
GV32

－

－

D75

１
０
０

７５

１００

１
０
０

１２５

－
１２５

１
２
５

１
２
５

１
２
５

１
２
５

12

11

10

9

+500

ポスト

+600

トイレ

職員用

+600

トイレ

幼児用

ＳＫ

ミーティング

700

1,
10
0

1,800

100

2,
35
0

3,
60
0

2,
25
0

900

900

A 1,
35
0

2,
25
0

1,
35
0

B

3,
60
0

D

既設園舎　玄関

9

450
1,350

1,800

13

1,800

12

10
1,800

1,800

11

1,000

22.5°

+600

手洗い

（冷）

ルーム

8,
20
0

+400

床点検口

床点検口

Ｎ

15
0φ

15
0φ

15
0φ

15
0φ

150φ

150φ

150φ

150φ

（43.90㎡）（43.92㎡）

足洗い

手洗い

UP

傘

+500△盤類

16
0

1,
80
0

△柱心

UP

UP

+400

+400

UP ±0
UP

+450

+600

+600

+600

+600 +600

+300

+600

+600

手洗い手洗い

ポーチ

ぬれ縁

廊下 玄関

職員室

保育室５ 保育室６

2,
50
0

5,
40
0

2,
90
0

1,
80
0

9,
00
0

1,
80
0

90
0

90
0

7,
20
0

5,4001,800

Y106

X102

Y105

Y104

Y103

Y102

Y101

X103X101

2,000 900

7,2003,600 1,8001,800

3,60010,800

△
柱
心

▽
柱
心

△柱心

△柱心

4,
36
5

13
5

74
0

16
0

▽柱心

1,
64
0

16
0

90
0

4,
50
0 5,
40
0

1,
80
0

9,
00
0

1,
80
0

18
,0
00１
０
０

１
０
０

１００

１
０
０

１
０
０

１００１２５側溝に放流

側溝に放流

７
５

１
０
０

１２５１２５

１
０
０

１２５

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

8

7

ＣＯＡ６５

６５

４０

６
５

４
０

－

給排水設備　平面図

増築棟

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A3:1／150

A2:1／100

図面

名称

縮尺

01 平面図

15

14

１
０
０

１
０
０

１
０
０

側溝に放流

M10

詳細図参照

詳細図参照

02

06



可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

増築棟

平成

岩　瀬　　直　人

30 年 月 日
一級建築士 175279 号

承認

A3:1／150

A2:1／100

図面

名称

縮尺

01 平面図

1,
80
0

Y102

Y101

X102 X103

足洗い

手洗い

手洗い手洗い

ぬれ縁

Ｄ５０

Ｄ７５

５
０

７
５

２
５

－

３　Ｔ－３横水栓

　Ｔ－２立水栓 ３

　手洗い・足洗い

　建築工事ステンレス流し

　Ｔ－１立水栓 ３

　保育室６

　建築工事ステンレス流し

　Ｔ－１立水栓 ３

　保育室５

ＣＯＡ６５

５０６５

２５

２
０

２
０

６
５

－

－
４
０

４０

　建築工事

２
０２
０

１００

７
５

６５７５７５

４０ ４０ ４０ ３２

４
０

４
０

２５

４
０

２
５

６
５

５
０

５
０

６５

５０
７
５

７５

５
０

２
０

２０

２５

２
０

２０

２
０

２０

２
０

１００ １００

７
５

７
５

７
５

２５２０２０

５
０

５
０

５
０

７５７５

５
０

７
５

５０

７
５

６５

７
５

ＣＯＡ８０

ＣＯＡ８０

ＣＯＡ１００

－
－

－－

X101

700

2,
50
0

5,
40
0

2,
90
0

1,
80
0

Y106

Y105

Y104

Y103

2,000 900

3,600

トイレ職員用

トイレ
幼児用

ＳＫ

ミーティング

手洗い

（冷）

ルーム

ＶＣ７５

ＣＯＡ１００

１　Ｔ－８洗面水栓セット

　Ｃ－１洋風便器

　職員用トイレ

１

幼児用手すり

　建築工事ステンレス流し

　Ｓ４－１５止水栓

ミニキッチン

　給湯室

　建築工事

１

　ＳＫ－１掃除用流し

　Ｔ－１立水栓 ３

１

３

　Ｃ－２幼児用大便器

幼児用小便器

　幼児用トイレ

　Ｕ－１

３

以降平面図参照

以降平面図参照

以降平面図参照

以降平面図参照

M11給排水設備　詳細図

06



濡れ縁

濡れ縁

玄関

保育室（１）

相談室兼図書室 遊戯室
玄関ホール

職員室乳児室

医務室

物入れ（２） ステージ

乳児ＷＣ 沐浴収納

廊下

食品庫雑用室

調乳室

休憩室 前室
調理室配膳室配膳室物入れ（１）

シャワー室 職員便所

休養室ＷＣ
棚棚

敷地境界線

既設給水管に接続

平面図01

縮尺

名称

図面

A2:1／100

A3:1／150
M12

承認

号175279一級建築士
日月年30

岩　瀬　　直　人

平成

既設棟　
給排水設備　平面図１（改修）

★

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事

敷
地
境
界
線

敷地境界線

ホ゜ンフ゜室

21121 11985 6
7,200

1,800 3,600 1,800 1,800 7,200 900 1,800 900
28,8002,400

1,8001,800 900

14 1918

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｉ

Ｊ

Ｍ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

1,
35
0

9,
00
0

3,
60
0

20
,2
50

4,
50
0

90
0

1,
80
0

1,800 1,8002,100 3,600 4501,050 900 900

－

５０

５０１２５

１２５

（５
０）

１２５

１２
５

１２５

未満児室

12

3

6

5

4

１０
０

７５

７５ １０
０

06

１２５



工事名 明示項目 明示事項 制約条件等

Ａ．運搬距離（ Ｋｍ
１．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．投棄料計上あり

施工条件 ［場所が未確定］ Ｃ．整地（押土、敷均、締固等）必要

明示項目 明示事項 制約条件等 Ｄ．整地（押土）必要

工 程 Ａ．工種（ ） Ａ．盛土、埋戻

Ｂ．期間（ ～ ） ２．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｂ．ストックヤード利用あり（ ）

Ａ．工種（ ） ［自工事へ流用］ Ｃ．仮置場必要（ ）

Ｂ．期間（ ～ ） Ｄ．運搬距離（ Ｋｍ ）

Ａ．協議済機関及び内容（ ） Ｅ．仮置場の用地借上費計上あり

Ｂ．未協議機関及び内容（ ） Ａ．場所（

Ａ．許可済 Ｂ．盛土、埋戻

Ｂ．申請中　　 Ｃ．整地（押土、敷き均し、転圧）あり

Ａ．許可済 H30.3.19 ３．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

Ｂ．申請中　 ［他工事へ流用、または処分地指定］ Ｅ．仮置場必要（ ）

Ａ．許可済 Ｆ．運搬距離（ Ｋｍ ）

Ｂ．申請中　 Ｇ．仮置場の用地借上費計上あり

Ａ．協議済内容（ ） Ｈ．処分料計上あり

Ｂ．未協議内容（ ） Ａ．他工事名（

８．その他 Ａ．その他（ ） Ｂ．請負者運搬あり（運搬距離

用 地 １．用地補償物件撤去まで着工制限あり Ａ．区間（ＮＯ． ～ＮＯ． ） ４．発生土砂等の有効利用、適正処理あり Ｃ．盛土、埋め戻し

Ｂ．着工見込時期（ ） 建 設 発 生 土 ［他工事からの流用］ Ｄ．ストックヤード利用あり（ ）

Ｃ．内容（ ） 建設（産業）廃棄物 Ｅ．仮置場必要（ ）

２．工事用地の未買収 Ａ．場所（ ） 関 係 Ｆ．仮置場の用地借上費計上あり

Ｂ．処理の見込み時期（ ） Ａ．種類（ ）

Ｃ．未買収地への立ち入り可否（ ） ５．産業廃棄物の処理条件あり Ｂ．場所（ ）

３．仮設ヤードの有無 Ａ．官有地 [特別管理産業廃棄物］ Ｃ．中間処理施設までの運搬距離（ Ｋｍ ）

Ｂ．民有地 Ｄ．処理費計上あり

Ｃ．その他（ ） Ａ．槽内洗浄必要

Ｄ．別途協議 Ｂ．可児市環境課と打合せの必要あり

４．その他 Ａ．その他（ ） Ａ．産業廃棄物管理票（マニフェスト）

公 害 対 策 １．施工方法の制限あり Ａ．騒音（ ） Ｂ．建設発生土処理地の関係図書

Ｂ．振動（ ） Ｃ．コブリス

Ｃ．水質（ ）

Ｄ．その他（ ） Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
２．事業損失防止に関する調査あり Ａ．調査の項目（ ） Ｂ．移設時期（別途協議）

３．環境影響調査あり Ａ．生物・植物調査あり Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
Ａ．アスベスト含有材あり Ｂ．移設時期（別途協議）

４．その他 Ｂ．フロン回収あり Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
Ｃ．その他（ ） Ｂ．移設時期（別途協議）

安 全 対 策 １．交通規制あり Ａ．全面通行止め Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
Ｂ．片側通行止め 工 事 支 障 物 件 Ｂ．移設時期（別途協議）

Ｃ．時間制限あり（ ） Ａ．移設時期（Ｈ 年 月頃）
２．通学路あり Ａ．迂回路あり Ｂ．移設時期（別途協議）

Ｂ．仮設歩道必要 Ａ．管理者による高さ調整（ ）
２．交通整理員 Ａ．区間（ ）配置人員 人/日 Ｂ．請負者による高さ調整（ ）

Ｂ．区間（ ）配置人員 人/日 Ａ．移設時期 （ ）
Ｃ．区間（ＮＯ， ～ ）配置人員 人/日 Ｂ．移設時期 （別途協議）
Ｄ．交替要員あり ８．その他 Ａ．その他（ ）

３．鉄道等の近接作業制限あり Ａ．工法制限あり（ ） １．濁水、湧水処理条件あり Ａ．方法（ ）

Ｂ．作業時間制限あり（ ） ２．その他 Ａ．その他（ ）

４．バス路線（運行者との協議） Ａ．協議済内容（ ） Ａ．ＲＣ

Ｂ．未協議内容（ ） Ｂ．アスファルト再生合材（30％再生）

５．その他 Ａ．その他（ ） Ｃ．アスファルト再生合材（100％再生）

工 事 用 道 路 １．一般道路（搬入路）の使用制限 Ａ．搬入経路指定あり Ｄ．溶融スラグ使用あり（ ）

Ｂ．時間帯制限あり Ｅ．再生材を使用できない場合別途協議

２．仮設道路の設置条件あり Ａ．一般交通供用あり ２．その他 Ａ．その他（ ）

Ｂ．安全施設必要（ ） Ａ．品名（ ）

Ｃ．路面工（ ） Ｂ．納入場所（ ）

Ｄ．工事完了後存続又は撤去（ ） Ａ．品名（ ）

Ｅ．構造（ ） Ｂ．引渡し場所（ ）

Ｆ．用地（借地） Ａ．仮設費（ ）

Ｇ．用地（公用地） Ｂ．安全費（ ）

Ｈ．用地（その他） Ｃ．営繕費（ ）

３．その他 Ａ．その他（ ） Ｄ．特別なイメージアップ ）

指 定 仮 設 備 １．仮設物の指定又は一部指定あり Ａ．工種（ ） ４．その他 Ａ．その他（ ）

２．仮設構造物の転用、兼用あり Ａ．工種（ ）

Ｂ．内容（ ）

３．その他 Ａ．その他（ ）

特記仕様書
（条件明示）

４．占用許可状況（　　　　　　　　）

５．建築確認

７．文化財協議（教育文化財課）

こども課、めぐみ保育園

7.0

１．関連する別途発注工事あり

３．他機関との協議状況

６．浄化槽、汲み取り便槽の取壊し処分あり

７．「可児市が発注する公共工事から発生する産
業廃棄物適正処理について」に基づく提出・提示
書類あり

下記項目、事項のうちレ印該当欄は、工事施工にあたって制約等をうけることになるので明示する。

なお、明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、市と協議し適切な処置を講ずる
ものとする。

２．他機関協議による工程条件あり

６．河川区域、保全区域内作業あり

排 水 工 関 係

３．占用支障物件あり（水道）

５．占用支障物件あり（ガス）

６．占用支障物件あり（ﾏﾝﾎｰﾙ蓋、仕切り弁蓋等）

電気設備工事、建築工事

３．イメージアップあり

１．占用支障物件あり（電気）

２．占用支障物件あり（電話）

可児市立めぐみ保育園園舎増築及び大規模改修工事(機械設備)

４．占用支承物件あり（下水道）

H30.8 H31.3

保育園運営に支障がないよう配慮すること

２．支給材あり

１．現場発生材あり

１．再生材使用指定あり

７．占用支障物件あり（その他）

そ の 他

再生材使用及び溶融スラ
グ

敷地内徐行運転

保育園運営に支障がないよう配慮すること
保育園運営に支障がないよう配慮すること


